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LaNi5系 MH の高重量水素密度化が検討されてきた。しかしながら，従来の LaNi5系










 本研究では，Ni-MH 電池とハイブリッド MH タンクのコンセプトを組み合わせる
ことで，大容量かつ高効率な二次電池の動作原理を確立することを目的とした。 



















 高解離圧 LaNi5系水素吸蔵合金として，MmNi4.12Co0.79（水素解離圧：2.0 MPa at 20 
ºC）およびMmNi4.19Co0.61Mn0.23Al0.05（水素解離圧：0.35 MPa at 20 ºC）を用いた。ここ





（Ni(OH)2）正極（理論容量：20 mAh），電解質には 30 wt.%水酸化カリウム（KOH）








 従来の LaNi5系MHよりも高水素解離圧・高重量水素密度（1.4～1.5 wt.%）である
高解離圧 LaNi5系MHおよび高圧H2を負極活物質に用いたNi-MH/H2電池の反応モデ
ルを立て，理論容量・エネルギー密度計算を行った。その結果，H2圧 35 MPa下で体
積エネルギー密度を同程度に設定した場合，MH 使用量 32%で従来の Ni-MH 電池に
比べ約 1.5倍の重量エネルギー密度が得られると推定された。 
 各 LaNi5系水素吸蔵合金の XRD 測定を行い，同一の結晶構造を有しつつ格子体積
が異なることを確認した。また，結晶構造と水素解離圧との関係性は先行研究と同様
の傾向を示し，格子体積が小さいほど水素解離圧は高くなることが確認された。また，
PCT 測定の結果から可逆的な水素吸蔵/放出量を見積もり，高解離圧 LaNi5系 MH の
重量水素密度が 1.4～1.5 wt.%と従来の LaNi5系 MH（1.1 wt.%）より高いことを確認
した。さらに，各温度における水素解離圧と van’t Hoffの式を用いて水素化エンタル
ピー変化（ΔH0）およびエントロピー変化（ΔS0）を求めた。 
 高解離圧 LaNi5系合金負極を用いた試作セルの充放電測定結果から，LaNi5系 MH
の水素解離圧より高い H2圧をかけた場合に LaNi5系合金負極の理論容量を超える放
電容量が観測され，H2の放電反応への寄与が示唆された。LaNi5系合金負極に電解質














 これらの結果・考察から，セル内 H2圧が MH 水素解離圧より高い場合，放電時に






 高解離圧 LaNi5系 MH/高圧 H2ハイブリッド負極（MH/H2負極）を用いた「ニッケ
ル－金属水素化物/水素（Ni-MH/H2）電池」を提案し，試作セルを用いて実験的に電気
化学特性を評価した。Ni-MH/H2電池は，重量水素密度が1.4～1.5 wt.%の高解離圧LaNi5






内 H2圧の関係性を調べた結果，平均セル電圧は MH によって決定されることが明ら
かとなり，負極における電気化学反応は MH の充放電反応であることが示唆された。
以上のことから，MH/H2負極の電気化学反応について MH内部を介して H2が放電反
応に寄与するというメカニズムが予想された。 
 
